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2014 年 1 月から 2020 年 3 月まで札幌医科大学附属病院を受診し, 掌蹠膿疱症と診断さ 
れた 184 名の患者の男女比, 喫煙歴, 皮疹重症度を後向きに検討した。in vitro において,





では皮疹重症度は喫煙量と相関した。また, 45 名中 7 名は受動喫煙で発症したが, 7 名全て
女性だった。扁桃上皮細胞の共培養実験では IL-36 が synergistic に誘導され, 表皮ケラチ





 喫煙は, 特に女性において, 掌蹠膿疱症の発症率および皮疹重症度に影響をおよぼす。 
また, 掌蹠膿疱症は喫煙誘発性の限局性 IL-36 関連皮膚疾患であることが示された。 
 
